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大学生がもつ陸上競技授業の学習観に関する研究
─　過去の運動・スポーツ経験に着目して　─
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A Study on University Students' Learning Perspectives on Track and Field Classes
─　Focusing on past exercise and sports experiences　─

Kouki Tsuneura, Naonori Abe, Yusuke Matsumoto and Kazuhiko Saito

Abstract: The purpose of this study was to clarify the actual learning perspective of university 
students in track and fi eld classes from the perspective of past athletic and sports experience. 
The results of the analysis showed that those who had experience in individual sports during 
high school had a signifi cantly higher "perception of the appeal of sports" than those who had 
experience in team sports. However, no signifi cant diff erences were found in "perception of the 
appeal of sports" between junior high school, university, and previous sports experience. No 
diff erences were found in the learning perspective of track and fi eld classes for other subscale 
factors, sports experience from junior high school to university, or experience with track and 
fi eld. It became clear that diff erences in high school athletic and sports experience may lead 
to diff erences in the perception of the enjoyment of exercise in track and fi eld classes and the 
enjoyment of competing for victory and defeat among the subjects of this study. The results 
show that past athletic and sports experience is unlikely to aff ect learning perspectives on track 
and fi eld. Although this study was focused on the learning perspective of track and fi eld alone, 
we believe it is necessary to verify whether diff erences in learning perspectives arising from 
previous exercise and sports experience are unique to track and fi eld.

Key words: track-and-fi eld, conceptions of learning on physical education, physical education 
teacher training course
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１．緒言

　教師には，自らその力量を継続的に高めていく姿勢
が求められる（白石ほか，2020）。この教師としての
力量を構成する要素として，知識・技術・信念が挙げ
られるが（吉崎，1997），木原（2004）は信念をその
中核を据えている。この信念の１つに授業観がある（朝
倉，2016）。授業観とは，教師がどのような授業を目
指しているか，どのような授業を良い授業と捉えてい
るかという考え方であり（山平ほか，2020），教師の
力量向上において授業観の形成が重要な役割を果たす

（成家ほか，2018）。とりわけ体育においては，授業観
が保健体育教師の実践と体育的活動の成果を最も直接
的に規定する信念であることが指摘されている（朝倉，
2016）。このような背景から，主に教員養成課程の学
生を対象として，体育授業観の実態やその変容を検討
する先行研究が行われてきた（例えば，江藤，2019；
嘉数・岩田，2013）。しかしながら，教員養成課程の
学生といっても，指導者としても経験が欠如している
場合，指導観について調査することは難しいという指
摘もある（白石ほか，2020）。その中で学習観，すな
わち，学習とはどのようなものかという学習者自身の
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考え（鈴木，2010）を調査することで，間接的にでは
あるが，指導観を調査することができるとされる（伊
藤・伊東，2014）。したがって，学習観の調査は，指
導観の調査の前段階として適していると考えられる
（白石，2020）。
　このような背景から，教員養成課程学生の体育学習
観を調査した研究が実施されてきた。白石ほか（2020）
は，保健体育科教員養成課程入学者の体育学習観につ
いて，教職志望度との関連から調査した。その結果，
教職志望度の高い学生は , その他の学生と比較して，
「体育授業では態度面や認知面を成長させることがで
きる」という体育学習観を有していることが明らかと
なった。江藤・三田（2023）は，初等体育科教育法に
おける学生の体育授業の学習観及び学習方略に関する
認識を明らかにすることから講義の学修による変容を
検討した。その結果，講義後において，体育授業の学
習観の「運動技術の習得」「コミュニケーション能力
の涵養」「身体と運動に関する知識の修得」に関する
得点が上昇したことが明らかになった。このように教
員養成課程学生の体育学習観を調査した研究では，そ
の実態や指導法の授業による変容が検討されている。
　しかしながら，これらの先行研究は，体育全般に関
する学習観に着目しており，各運動種目に関する学習
観について検討されていない点で課題が残される。体
育には体つくり運動，器械運動，陸上競技，水泳，球技，
武道，ダンスの運動領域があり（文部科学省，2018），
それぞれの領域に対する学生の学習観が異なる可能性
がある。その中でも陸上競技には，多岐にわたる種目
それぞれに特性があり，専門的な技術・指導が求めら
れる，学校現場において取り扱いが難しい領域の１つ
である（佐々木，2022）。また，陸上競技は，体育授
業における実施率が高い領域としても挙げられる（及
川・長谷川，2017）。そのため，陸上競技授業に関す
る学習観は，各運動領域の学習観を検討する際の事例
として注目されてよい。そして，学生の陸上競技授業
に関する学習観を検討する際には，過去の運動・スポー
ツ経験の視点から調査することが重要であると考えら
れる。体育教師が抱く価値観やそれに基づく認識は，
教員養成課程に入学する以前の保健体育授業経験やス
ポーツ経験といった過去の経験から影響を受けている
（朝倉，2016；嘉数，2012）。そのため，過去に陸上競
技をはじめとした個人種目を専門的に取り組んでいた
学生と団体種目などを経験した学生では，学習観が異
なる可能性がある。
　そこで本研究では，大学生がもつ陸上競技授業の学
習観の実態について，過去の運動・スポーツ経験の視
点から，明らかにすることを目的とした。

２．方法

2-1．調査対象
　本調査の対象者は保健体育教員養成課程がある大
学４校に所属する学生であった。調査対象者に対し
て，2024年７月下旬に Google フォームを用いたWeb
による質問紙調査を実施し，155名の回答が得られた。
そのうち，学習状況の差異を考慮し，大学において陸
上競技の授業未履修者及び保健体育科教員免許を取得
予定でない者を除外した。またデータの信頼性を担保
するため，論理的に矛盾のある回答をした者及び努力
の最小限化をした者を分析対象外した。その結果，有
効回答数は107件となった。

2-2．調査内容と調査方法
　調査内容として①基本情報，②陸上競技授業におけ
る学習観の項目を設定した。①については，調査対象
の属性の他に，これまでの運動・スポーツ経験を把握
するために，中学校，高校，大学にて実施していた運
動・スポーツ種目について回答を求めた。②について
は，小野ほか（2018）が開発した「中学生用体育学習
観尺度」５因子22項目からなる質問項目を参照し，「体
育の授業」を「陸上競技授業」と置き換えた質問項目
を設定した。回答形式は，「全くそう思わない」「そう
思わない」「どちらともいえない」「そう思う」「とて
もそう思う」の５件法で回答を求めた。この尺度は，
中学生用に開発されたものであるが，白石ほか（2020）
は，小野ほか（2018）の学年による学習観の差異に対
する認識をもとに，保健体育科教員養成課程の大学生
は，体育の学習を積み重ねにより体育学習観が高まる
傾向にあると述べている。そのため，本研究において
も大学生を対象に同尺度を採用することとした。
　なお，倫理的配慮として，調査対象者に対して，調
査は無記名式であり，回答は任意であることなどを明
記し，本調査は成績評価とは一切関係のないことや分
析結果から個人が特定されることがないことを周知し
たうえで実施した。

2-3．サンプルの基本属性
　表１に示したサンプルの基本的属性をみると，大学
２，３年生が半数以上の回答であるものの，１年生か
ら４年生まで一定数の回答が得られたと考えられる。
また教育実習の参加経験がない者の割合が高かった。
これまでの運動・スポーツ経験（表２）は，中学，高校，
大学と団体種目を経験していた者の割合が高く，個人
種目の経験は，２割から３割程度であった。また，い
ずれかの学校期において運動・スポーツ経験がない者



59(44.9%)
48(55.1%)

A 22(20.6%)
B 20(18.7%)
C 43(40.2%)
D 22(20.6%)
1 17(15.9%)

40(37.4%)
33(30.8%)
17(15.9%)
26(24.3%)
81(75.7%)

51(47.7%) 30(28.0%) 26(24.3%)
50(46.7%) 28(26.2%) 29(27.1%)
35(35.7) 19(17.8%) 53(49.5)

26(24.3%) 81(75.7%)

23(21.5%) 84(78.5%)

0.833

0.756

0.841

0.892

0.761
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表１　サンプルの基本的属性

表２　サンプルの運動・スポーツ経験

が一定数いた。ただし，中学から大学までの期間にお
いて，一度も運動・スポーツ経験がない者はいなかっ
た。また中学から大学までの運動・スポーツ経験は，
単一種目経験のみであった者の割合が高く，部活動等
による陸上競技種目の経験は，経験がある者とない者
の回答は一定数得られたと考えられる。

2-4．統計処理
　本調査の統計有意水準は５％未満とし，データ分析
は，IBM SPSS Statistics29を用いた。本稿で用いた
下位尺度ごとに内的一貫性の分析を行った。いずれの
下位尺度においてもクロンバックのα係数が0.70以上
を示したことから，本調査票の内的一貫性は担保され
ていると考えられる（表３）。
　さらに過去の運動・スポーツ経験と陸上競技授業に
おける学習観の関係について検討するため，学校期ご
とに運動・スポーツ経験を「団体」「個人」の２群，
中学から大学までの運動・スポーツ経験を「複数種目
経験」「単一種目経験」の２群と陸上競技の「経験あり」
「経験なし」の２群に分類した。各下位尺度因子にお
ける平均得点を従属変数，過去の運動・スポーツ経験
を独立変数として，下位尺度因子ごとに t検定を行っ
た。

表３　下位尺度の信頼係数



n(51) n(30)
M SD M SD p ES

19.02 3.338 19.40 3.529 0.485 0.629 0.112
18.31 4.501 19.47 3.203 1.230 0.222 0.283
18.33 3.814 19.97 3.681 1.885 0.063 0.434
11.96 2.433 12.90 1.900 1.813 0.074 0.417
16.35 2.606 15.90 3.209 0.693 0.491 0.159

n(50) n(28)
M SD M SD p ES

19.08 3.428 19.14 3.450 0.078 0.469 0.018
18.50 4.519 19.29 3.125 0.816 0.208 0.193
18.62 3.811 19.39 3.814 0.859 0.197 0.203
11.82 2.464 13.04 1.915 2.255 * 0.013 0.532
16.26 2.609 16.26 2.609 0.326 0.373 0.077

n(35) n(19)
M SD M SD p ES

19.34 3.629 18.58 3.776 0.728 0.470 0.208
18.29 5.355 19.05 2.718 0.583 0.562 0.166
18.51 4.422 19.26 3.331 0.645 0.522 0.184
11.60 2.872 12.74 1.628 1.588 0.118 0.453
15.63 3.163 15.47 3.438 0.167 0.868 0.047

n(26) n(81)
M SD M SD p ES

19.50 3.397 19.00 3.369 0.657 0.256 0.148
18.04 4.686 18.62 4.182 0.596 0.276 0.134
18.38 3.806 19.15 3.860 0.880 0.190 0.198
11.88 2.688 12.17 2.433 0.512 0.305 0.115
15.31 3.095 16.12 3.039 1.186 0.119 0.267

n(23) n(84)
M SD M SD p ES

19.22 3.825 19.10 3.255 0.153 0.878 0.036
18.87 3.238 18.37 4.552 0.494 0.623 0.116
19.52 3.930 18.81 3.829 0.786 0.434 0.185
12.91 1.975 11.88 2.576 1.781 0.078 0.419
15.74 3.658 15.98 2.896 0.328 0.744 0.077
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３．結果

　各学校期における陸上競技授業における学習観の関
係について検討するために，t 検定を行った（表４）。
各学校期の運動・スポーツ経験を「団体種目」「個人
種目」の２群に分類した。なお，運動・スポーツ経験
なしの者は分析から除外した。分析の結果，中学にお
ける運動・スポーツ経験による陸上競技授業における

学習観の各下位尺度因子得点はいずれも有意な差がみ
とめられなかった。高校における運動・スポーツ経
験では，「運動の魅力の感受」に有意な差がみとめら
れ（t=0.512, p<.05），個人種目を経験した者が団体種
目を経験した者に比べ，有意に高い結果であった。ま
た，その差の程度は中程度であった。この結果から，
高校期に経験した運動・スポーツ種目が個人種目であ
る者は，団体種目の経験者と比べ，陸上競技の授業に

表４　ｔ検定の結果
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おいて，より運動をすることの喜びや勝敗を競う楽し
さを味わう種目であると認識している可能性が考えら
れる。続いて，大学における運動・スポーツ経験では，
いずれの下位尺度因子得点においても有意な差がみと
められなかった。
　次に中学から大学までの期間において経験した運
動・スポーツ種目から，複数種目を経験した者を「複
数種目」と単一種目のみの経験者を「単一種目」とし
た２群，同様の期間において，陸上競技を経験した「経
験あり」と経験がない「経験なし」の２群に分類し，
t 検定を行った。分析の結果，種目経験において，い
ずれの下位尺度因子得点においても有意な差はみとめ
られなかった。続いて，これまでの陸上競技の経験有
無において，いずれの下位尺度因子得点においても有
意な差はみとめられなかった。

４．考察

　分析の結果，高校期における運動・スポーツ経験に
おいて，個人種目を経験した者は，団体種目を経験
した者と比べ，「運動の魅力の感受」が有意に高かっ
た。本稿では，体育授業における学習観（小野ほか，
2018）を陸上競技の授業に置き換えている。高校期に
個人種目を経験した者は団体種目を経験した者と比
べ，陸上競技をより強く運動そのものの楽しさや勝敗
を競う楽しさを味わえる種目であると認識している可
能性がある。一方で，中学及び大学，これまでの種目
経験において，「運動の魅力の感受」に有意な差はみ
とめられなかった。高校期での運動・スポーツ経験の
みが差異を生じさせている要因については，より詳細
な検証が必要であろう。
　さらに本稿における調査対象者が有する陸上競技授
業の学習観は，「運動の魅力の感受」を除き，過去の
運動・スポーツ経験による差異が生じないことが明ら
かとなった。陸上競技においては，過去の運動・スポー
ツ経験によって，当該種目に対する学習観に違いはみ
られにくい結果であると言えるだろう。しかし，本稿
の調査対象者は，中学及び高校の保健体育教員免許取
得希望の学生であり，その他の免許取得に必要な科目
を受講している。また保健体育という教科の特性上，
学校期における部活動等の運動・スポーツ経験以外に
も比較的スポーツ経験が豊富であることや未経験種目
に対して，肯定的な印象を抱いている可能性がある。
そのため，団体種目及び個人種目の経験を問わず，陸
上競技を授業として捉えた場合の学習観に差が生じな
かった可能性も考えられる。

５．まとめ

　本研究では，保健体育科教員養成課程の大学生を対
象に陸上競技授業における学習観について調査を行っ
た。分析の結果，高校期の運動・スポーツ経験によっ
て，陸上競技授業における学習観のうち，「運動の魅
力の感受」に差異がみとめられた。一方で，その他の
下位尺度因子や中学から大学までの期間での種目経験
や陸上競技の経験有無は，陸上競技授業における学習
観において差異がみとめられない結果であった。本稿
の調査対象者においては，高校期の運動・スポーツ経
験による差異から陸上競技授業による運動の楽しさや
勝敗を競う楽しさに対する認識に差異が生じる可能性
が明らかとなった。
　一方で，嘉数・岩田（2013）は，学習観は教育実習
を通じて変化がある旨を指摘している。本稿における
調査対象者は，教育実習経験者と未経験者が混在して
いる。今後，教育実習において，陸上競技の授業を担
当したものとそうでないもので陸上競技授業に対する
学習観は異なるのかについて検証が必要であろう。ま
た本稿の調査対象者は，大学において，陸上競技の授
業を履修済みである。教員養成課程において，実技授
業の経験有無が当該競技の学習観に影響を及ぼすのか
については，本調査では明らかになっていない。これ
まで体育教師が職業的社会化されていくうえで，運動
部活動の影響が指摘されている（朝倉・清水，2011）。
今後，学習観を検討する際，過去の運動・スポーツ経
験を踏まえた各実技の履修有無による比較や各実技授
業プログラムの検証が求められる。最後に本稿では，
陸上競技単一種目のみの学習観として扱ったが，これ
までの運動・スポーツ経験によって生じる学習観の差
異は，陸上競技特有のものなのかについても検証が必
要であると考える。
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